
第２回アーバンデザインスクール

松山アーバンデザインセンターの運営について

平成２８年１２月１０日
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アーバンデザインセンターびわこ・くさつ事業
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（参考）UDCBKのターゲット3

従来の行政のターゲットアーバンデザインセンター
のターゲット

未来先取 現実対応

マーケティングis.jp 「イノベーター理論とキャズム理論」http://marketingis.jp/archives/2365



UDCBKの４つの事業4

サードプレイス
（居心地のいい場所）

解決案３

解決案２

調査研究３
調査研究２

新たな疑問３
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学習・交流

調査研究１

解決案１

社会実験１

社会実験２

社会実験３

情報発信

＊実際は「交流⇒学習⇒調査研究⇒
社会実験」と順番に進むのではない

普段出会わない人や知識との
偶然の出会い

オープンデータ



UDCBKの目標

 行政や開発業者等が政策や開発などの事業を検討する際、ここにくれば、
公式、非公式を問わず、アーバンデザインに必要な情報が入手できる、

 さらに詳しい情報が欲しい場合、ここに頼めば、その事柄に関心のある市
民や専門家を集め、アーバンデザインに関する意見交換の場を作ることが
できる、

 ここにいれば、すぐに地域の人たちがどのような考えに基づいて、具体的
な活動をしているかがわかる、
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いろいろな未来のまちのイメージ（選択肢）の展示室

 ここがあれば、新たな政策や開発を行う際のアーバンデザインに
ついて、科学的知識を踏まえることができ、その結果として草津
にふさわしい街並を促進することができる。



アーバンデザインスクール（学習）

 目的

アーバンデザインセンターびわこ・くさつ（ＵＤＣＢＫ）の企画や運営に積極的に
関わり、専門家と市民の間を繋ぐ媒介の機能を担う専門家を育成する。

 回数： ４～５回を１クール／半期として、年間２クール行う。

 定員： ２０名程度

 その他：今年度については半期のみであること、アーバンデザインセンター開設初年度
であることから、「アーバンデザインセンターを知る」をテーマとする。
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アーバンデザインスクール（学習）7

 各回のテーマ

第1回 平成28年11月12日（土）「アーバンデザインセンターとは？」

信時 正人氏（立命館大学デザイン科学研究センター客員研究員）

第2回 平成28年12月10日（土）「松山アーバンデザインセンターの運営について」

松本 啓治氏（愛媛大学防災情報研究センター アーバンデザイン研究部門 教授）

第3回 平成29年1月14日（土）「UDCBKの検討経緯について（仮称）」

溝内 辰夫（アーバンデザインセンターびわこ・くさつ シニア・ディレクター）

第4回 平成29年2月18日（土）「南草津駅の商業集積について 草津駅との比較」

大橋 康夫（草津市都市計画部まちなか再生課）

第5回 平成29年3月11日（土）「これらかのＵＤＣＢＫについて」

及川 清昭氏（UDCBKセンター長、立命館大学理工学部教授）

 各回コーディネーター 肥塚 浩氏（立命館大学）



未来創造セミナー（全11回予定）

 目的：草津市のまちづくりに関して、気軽に自由に議論や話ができる空間と人や知識
との “偶然の出会い” が創造される場として「未来創造セミナー」を実施する。本
セミナーでは、ＵＤＣＢＫの三つの理念のひとつである「地域を知る、お互いを知
る」をテーマとする。

 受講対象：草津市のまちづくりに関心のある市民（在住者、通学者、通勤者、活動家、
企業家等）を主な対象とする。(参加者は内容により20人から100人を想定。)

 実施主体：草津未来研究所 アーバンデザインセンターびわこ・くさつ事業

 開催回数：月1回ペースで年間8～11回を予定（「1回単発企画」と「3回連続企画」の
組み合わせ。）
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未来創造セミナー（平成２８年度第１～３回）

「草津名物で世界一に挑戦」シリーズ

 草津名物をモチーフにした仮装を作るプロセスを通して、草津名物につい
て知る。

 第1回 6月4日（土） 草津名物を知る。

杉森清氏（宝塚100万人のラインダンス実行委員長）

 第2回 7月9日（土） 草津名物をモチーフにした仮装デザインを考える

まちょ（イラストレータ）

 第3回 8月24日（水）草津名物をモチーフにした仮装衣装を作成する。

堀江尚子氏（たまっこひろば）

（はぎまつり、草津ハロウィン、みなくさまつり 出場）
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未来創造セミナー（平成２８年度第４～６回）

「たぶんカフェ」シリーズ

 草津に住んだり、働いたり、学んでいる外国にルーツを持つ人と日本人が
交流を深め、それぞれの共通の課題について対話を行う。

 第1回 10月25日（火） 外国人ママと日本人ママ（子育て）

工藤里香氏・常田裕子氏（京都橘大学看護学部）

 第2回 11月16日（水） 草津で働く外国人と日本人（ＷＬＢ）

小沢道紀氏（立命館大学スポーツ健康科学部）

 第3回 12月16日（金） 草津で学ぶ留学生と地域の人々

亀田直彦氏（立命館大学BKC国際教育センター課長）
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未来創造セミナー（平成２８年度第８～10回）

「草津な人」シリーズ

 草津に在住・在勤する人々のライフストーリーを聞く場を設け、地域を知
り、互いを知るきっかけを作る。

 第1回 平成29年1月未定

未定

 第2回 平成29年2月未定

未定

 第3回 平成29年3月未定

未定
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未来創造セミナー（平成２８年度第7回及び第11回）

単発企画

 第7回 12月17日（土）

「ワク熱教室 草津の未来はワクワクドキドキ！」

安居長敏氏（滋賀学園中学・高等学校校長）

 第11回 2月頃予定 防災
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やさしい にほんご さろん

 目的

 草津に学び、働き、そして住んでいる外国にルーツを持つ人々のみならず、誰でもがわ
かりやすい日本語を学ぶことにより、様々な人々がUDCBKで行われる対話に参加でき
るようにする。

 対象者

 外国にルーツを持つ人々、やさしい日本語で外国にルーツを持つ人々と話したい方

 方法

 防災や子育てガイドブックなどの公的刊行物や役所からの通知文など難解な日本語を外
国人と共にやさしい日本語への変換の仕方を検討する。

 開催日

 毎週火曜日 午前10時から正午

 第3週金曜日 午後6時半から20時

 場所

 オープンスペースを利用（約１５人程度）
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（調査研究）オープンガバメント研究会14

 目的

オープンデータの調査研究の一環として、ＣＯＧにエントリーした防災を主な
テーマにオープンガバナンスのあり方を検討する。

 対象者

 オープンガバメントに関心を持つ市役所職員、研究者、および市民

 方法

事務局より案を提示し、それをもとに議論していただく

ＯＧＣのアイデア出しを行う

 開催日

第２金曜日及び第４水曜日の午後6時半から20時

 場所

オープンスペースを利用（約１５人程度）



社会実験推進事業

 滋賀大学 「避難生活時に適応するための火育教育プログラム開発」

 11月4日 契約

 11月26、27日 滋賀大学大津キャンパスで「防災キャンプ」実施

 11月17日 中日新聞朝刊掲載

 12月16日 20:55～20:59 BBC「くらしsafety」オンエア

 京都橘大学 「高齢者の健康調査と健康体操の効果検証」

 立命館大学、成安造形大学、京都橘大学と社会実験検討中
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市民提案によるオープンスペース企画

 マンション防災

 南草津駅前に立地しているマンションに住む住民を対象に防災知識を学習すると共にお
互いを知り合い、交流を深め、防災コミュニティを形成する。

 第1回 クリスマスのドア飾りを作りながら、防災を語る 30名参加

 第2回 いつものごはんに防災のエッセンスを 34名参加

 「立命館大学生と少子化を考える」

 滋賀県の少子化対策プロジェクトに採択された3団体との協働

 平成28年12月21日（水） 17:15～21:00

市民交流プラザ大会議室およびUDCBKオープンスペース

 「子どもとの関わり方を学ぶ」

 平成29年1月7日（土） 10:30～12:00 UDCBKオープンスペース
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現在検討中の企画

 つながりーなカフェ

 開催時間のみ設定し、飲み物食べ物持ち寄りのポトラッチ

 参加者は自由に5分程度の自己紹介を行う。

 防災スクエア（防災おにぎりデー）

 毎月17日の防災おにぎりデーに合わせ、防災について語り合う。

 南草津商店組合 経済フォーラム、及び勉強会の開催

 生命科学サイエンスカフェ（保留）

 お話し会（保留）
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アーバンデザインスクールの進め方

 １０：００ UDCBKのプログラムについて

溝内 辰夫 （アーバンデザインセンターびわこ・くさつ シニア・ディレクター）

 １０：１０ 「松山アーバンデザインセンターの運営について」

松本 啓治氏（愛媛大学防災情報研究センター アーバンデザイン研究部門 教授）

 １０：５０ 質疑応答

 １１：１０ ワークショップ 学習企画の提案

 3グループ（5～7名）に分かれ、議論

 １１：３５ グループ発表 （３グループ×3分）

 １１：４５ 講評 話題提供者と肥塚先生より講評

 １１：５５ アンケート記入等
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第３回アーバンデザインスクールのご案内

 平成29年1月14日（土曜） 午前10時から正午

 場所；市民交流プラザ 中会議室

 シリーズ アーバンデザインセンターを知る

「UDCBKの検討経緯について」
溝内 辰夫（アーバンデザインセンターびわこ・くさつ シニア・ディレクター）
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参考資料

12月スケジュール

1月スケジュール

10月利用実績

11月利用実績

12月利用実績

21



月曜日
（げつようび）
ＭＯＮ

火曜日
（かようび）
ＴＵＥ

水曜日
（すいようび）

ＷＥＤ

木曜日
（もくようび）

ＴＨＵ

金曜日
（きんようび）
ＦＲＩ

土曜日
（どようび）
ＳＡＴ

日曜日
（にちようび）

ＳＵＮ

2016年12月 ＵＤＣＢＫ イベント カレンダー

10:00～12:00

やさしい にほんご さろん

10:00～12:00

やさしい にほんご さろん

10:00～12:00

やさしい にほんご さろん

10:00～12:00

やさしい にほんご さろん

18:30 ～20:00

オープンガバナンス研究会

18:30 ～20:00

オープンガバナンス研究会

18:30 ～20:00

第3回たぶんカフェ
18:30 ～20:00

第7回未来創造セミナー

みなくさまつり

17:30 ～20:00
立命館大学生と考える少子化問題

10:00～12:00
第2回アーバンデザインスクール



月曜日
（げつようび）
ＭＯＮ

火曜日
（かようび）
ＴＵＥ

水曜日
（すいようび）

ＷＥＤ

木曜日
（もくようび）

ＴＨＵ

金曜日
（きんようび）
ＦＲＩ

土曜日
（どようび）
ＳＡＴ

日曜日
（にちようび）

ＳＵＮ

2017年1月 ＵＤＣＢＫ イベント カレンダー

10:00～12:00

やさしい にほんご さろん

10:00～12:00

やさしい にほんご さろん

10:00～12:00

やさしい にほんご さろん

18:00～20:00

やさしい にほんご さろん

18:30 ～20:00

オープンガバナンス研究会

18:30 ～20:00

オープンガバナンス研究会

10:00～12:00
第2回アーバンデザインスクール

10:30～12:00
「子どもとの関わり方を学ぶ」



10月利用実績

イベント名 計

キックオフイベント ７９

やさしい にほんご さろん ８

たぶんカフェ ３５

Code For Kusatsu １２

松原ゼミ ７

オープンガバナンス研究会 ６

総利用者数 250人
1日平均 22.7人
内、イベント参加者 147人

その他来場者 103人
（1日平均 9.4人）
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11月利用実績

イベント名 計

たぶんカフェ ３７

やさしい にほんご さろん ５６

オープンガバナンス研究会 ２１

松原ゼミ ６

マンション防災（クリスマス飾り） ３０

総利用者数 334人
1日平均 15.9人
内、イベント参加者 150人

その他来場者 184人
（1日平均 8.8人）
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12月利用実績

イベント名 計

仮装（みなくさまつり） １２

やさしい にほんご さろん １０

たぶんカフェ打ち合わせ １０

みなくさまつり参加学生振り返り １７

マンション防災 ３４

総利用者数 177人
1日平均 25.3人
内、イベント参加者 83人

その他来場者 94人
（1日平均 13.4 人）
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54人

平成28年度未来創造セミナー参加実績

「草津名物で世界一に挑戦」シリーズ 「たぶんカフェ」シリーズ
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